
         
 
 

寄 
附 
行 

為 
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
校
法
人 

大
阪
信
愛
女
学
院



 
 

 
 

 
 

 
 

学

校

法

人

大

阪

信

愛

女

学

院

寄

附

行

為

学

校

法

人

大

阪

信

愛

女

学

院

寄

附

行

為

学

校

法

人

大

阪

信

愛

女

学

院

寄

附

行

為

学

校

法

人

大

阪

信

愛

女

学

院

寄

附

行

為    

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

第

一

章 

総

則 

 

（

名

称

） 

第

一

条 

本

法

人

は

、

学

校

法

人

大

阪

信

愛

女

学

院

と

称

す

る

。 

 

（

事

務

所

の

所

在

地

） 

第

二

条 

本

法

人

は

、

事

務

所

を

大

阪

市

城

東

区

古

市

二

丁

目

七

番

三

十

号

に

置

く

。 

  
 

 

第

二

章 

目

的

及

び

設

置

す

る

学

校 

 

（

目

的

） 

第

三

条 

本

法

人

は

、

教

育

基

本

法

及

び

学

校

教

育

法

に

従

い

、

カ

ト

リ

ッ

ク

精

神

に

基

づ

き

誠

実

敬

虔

で

社

会

の

福

祉

に 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

貢

献

す

る

有

能

な

人

物

を

養

成

す

る

た

め

、

学

校

を

設

置

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。 

 

（

設

置

す

る

学

校

） 

第

四

条 

本

法

人

が

前

条

に

規

定

す

る

目

的

を

達

す

る

た

め

に

設

置

す

る

学

校

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。 

 

一 

大

阪

信

愛

学

院

短

期

大

学 
 

子

ど

も

教

育

学

科 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

看

護

学

科 

 

二 

大

阪

信

愛

学

院

高

等

学

校 
 

全

日

制

課

程 

 

三 

大

阪

信

愛

学

院

中

学

校 

 

四 

大

阪

信

愛

学

院

小

学

校 

 

五 

大

阪

信

愛

学

院

幼

稚

園 



 
（

設

置

す

る

保

育

所

） 
第

四

条

の

二 

本

法

人

が

第

三

条

に

規

定

す

る

目

的

を

達

す

る

た

め

に

設

置

す

る

保

育

所

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。 

 

一 

大

阪

信

愛

学

院

保

育

園 

  
 

 

第

三

章 
役

員

及

び

理

事

会 

 

（

役

員)
 

第

五

条 

本

法

人

に

は

、

次

の

定

数

の

役

員

を

置

く

。 

 

一 

理

事 

九

名 

 

二 

監

事 

二

名 

 

（

理

事

の

選

任)
 

第

六

条 

理

事

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。 

 

一 

幼

き

イ

エ

ズ

ス

修

道

会

管

区

長

の

職

に

あ

る

者

及

び

大

阪

信

愛

女

学

院

短

期

大

学

長

の

職

に

あ

る

者 

 

二 

評

議

員

の

中

か

ら

理

事

会

に

お

い

て

選

任

さ

れ

た

者 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三

名 

 

三 

こ

の

法

人

に

関

係

あ

る

学

識

経

験

者

の

中

か

ら

理

事

会

に

お

い

て

選

任

さ

れ

た

者 
 

四

名 

２ 

第

一

項

第

一

号

及

び

第

二

号

に

規

定

す

る

理

事

は

、

管

区

長

、

学

長

、

及

び

評

議

員

の

職

を

退

い

た

時

は

、

理

事

の

職 

 

を

失

う

も

の

と

す

る

。 

 

（

理

事

長)
 

第

七

条 

理

事

の

う

ち

一

人

は

理

事

の

互

選

に

よ

り

理

事

長

と

な

る

。 

 

（

理

事

長

の

職

務

及

び

代

理

並

び

に

代

行)
 

第

八

条 

理

事

長

は

本

法

人

を

代

表

し

、

業

務

一

切

を

総

括

す

る

。 



２ 

理

事

長

に

事

故

が

あ

る

時

、

又

は

理

事

長

が

欠

け

た

と

き

は

、

理

事

長

の

あ

ら

か

じ

め

指

名

し

た

他

の

理

事

が

、

順

次 
 

 

 

に

理

事

長

の

職

務

を

代

理

し

、

又

は

理

事

長

の

職

務

を

行

う

。 

 

（

理

事

の

代

表

権

の

制

限

） 

第

九

条 

理

事

長

た

る

理

事

以

外

の

理

事

は

、

す

べ

て

こ

の

学

校

法

人

に

つ

い

て

、

こ

の

学

校

法

人

を

代

表

し

な

い

。 

 

（

監

事

の

選

任

） 

第

十

条 

監

事

は

、

理

事

会

に

於

い

て

選

出

し

た

カ

ト

リ

ッ

ク

信

者

又

は

カ

ト

リ

ッ

ク

に

理

解

の

あ

る

学

識

経

験

者

の

中

か 

 

ら

、

評

議

員

会

の

同

意

を

得

て

、

理

事

長

が

選

任

す

る

。 

 

（

監

事

の

職

務

） 

第

十

一

条 

監

事

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

職

務

を

行

う

。 

 

一 

こ

の

法

人

の

業

務

を

監

査

す

る

こ

と

。 

 

二 

こ

の

法

人

の

財

産

の

状

況

を

監

査

す

る

こ

と

。 

 

三 

こ

の

法

人

の

業

務

又

は

財

産

の

状

況

に

つ

い

て

、

毎

会

計

年

度

、

監

査

報

告

書

を

作

成

し

、

当

該

会

計

年

度

終

了

後 
 

 
 

 

 
 

二

月

以

内

に

理

事

会

及

び

評

議

員

会

に

提

出

す

る

こ

と

。 

 

四 

第

一

号

又

は

第

二

号

の

規

定

に

よ

る

監

査

の

結

果

、

こ

の

法

人

の

業

務

又

は

財

産

に

関

し

不

正

の

行

為

又

は

法

令

若 
 

 

 
 

し

く

は

寄

附

行

為

に

違

反

す

る

重

大

な

事

実

が

あ

る

こ

と

を

発

見

し

た

と

き

は

、

こ

れ

を

文

部

科

学

大

臣

に

報

告

し

、 
 

 
 

 
 

又

は

理

事

会

及

び

評

議

員

会

に

報

告

す

る

こ

と

。 

 

五 

前

号

の

報

告

を

す

る

た

め

に

必

要

が

あ

る

と

き

は

、

理

事

長

に

対

し

て

評

議

員

会

の

招

集

を

請

求

す

る

こ

と

。 

 

六 

こ

の

法

人

の

業

務

又

は

財

産

の

状

況

に

つ

い

て

、

理

事

会

に

出

席

し

て

意

見

を

の

べ

る

こ

と

。 

 

（

役

員

の

任

期

） 

第

十

二

条 

役

員
（

第

六

条

第

一

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

理

事

と

な

る

者

を

除

く

。 

こ

の

条

中

以

下

同

じ

。
）
の

任

期

は

、 



 
三

年

と

す

る

。

但

し

、

欠

員

が

生

じ

た

場

合

の

補

欠

の

役

員

の

任

期

は

、

前

任

者

の

残

任

期

間

と

す

る

。 
２ 
役

員

は

、

再

任

さ

れ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

３ 

役

員

は

、

そ

の

任

期

満

了

の

後

で

も

、

後

任

者

が

選

任

さ

れ

る

ま

で

は

、

な

お

、

そ

の

職

務

を

行

う

。 

 

（

役

員

の

解

任

及

び

退

任

） 

第

十

三

条 

役

員

が

次

の

各

号

の

一

に

該

当

す

る

に

至

っ

た

と

き

は

、

理

事

総

数

の

四

分

の

三

以

上

出

席

し

た

理

事

会

に

お 
 

 

 
 

い

て

、

理

事

総

数

の

四

分

の

三

以

上

の

議

決

及

び

評

議

員

会

の

議

決

に

よ

り

こ

れ

を

解

任

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

一 

法

令

の

規

定

又

は

こ

の

寄

附

行

為

に

著

し

く

違

反

し

た

と

き

。 

 

二 

心

身

の

故

障

の

た

め

職

務

の

執

行

に

堪

え

な

い

と

き

。 

 

三 

職

務

上

の

義

務

に

著

し

く

違

反

し

た

と

き

。 

 

四 

役

員

た

る

に

ふ

さ

わ

し

く

な

い

重

大

な

非

行

が

あ

っ

た

と

き

。 

２ 

役

員

は

次

の

事

由

に

よ

っ

て

退

任

す

る

。 

 

一 

任

期

満

了

。 

 

二 

辞

任

。 

 

三 

学

校

教

育

法

第

九

条

各

号

に

掲

げ

る

事

由

に

該

当

す

る

に

至

っ

た

と

き

。 

 

（

理

事

会

） 

第

十

四

条 

理

事

は

理

事

会

を

組

織

し

本

法

人

の

業

務

に

つ

き

審

議

決

定

す

る

。 

２ 

理

事

会

は

、

随

時

理

事

長

が

招

集

す

る

。

但

し

、

理

事

長

は

、

理

事

総

数

の

二

分

の

一

以

上

か

ら

会

議

に

付

議

す

べ

き 

 

事

項

を

示

し

て

理

事

会

招

集

を

請

求

さ

れ

た

場

合

に

は

、

そ

の

請

求

の

あ

っ

た

日

か

ら

二

週

間

以

内

に

、

こ

れ

を

招

集

し 

 

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

３ 

理

事

会

の

議

長

は

、

理

事

長

と

す

る

。 



第

十

五

条 

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

は

、

理

事

の

三

分

の

二

以

上

の

議

決

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

一 
予

算

、

借

入

金

（

当

該

会

計

年

度

内

の

収

入

を

も

っ

て

償

還

す

る

一

時

の

借

入

金

を

除

く

。
）

基

本

財

産

の

処

分

、 
運

用

財

産

中

の

不

動

産

及

び

積

立

金

の

処

分

並

び

に

不

動

産

の

買

受

に

関

す

る

事

項 

二 

予

算

外

の

新

た

な

義

務

の

負

担

又

は

権

利

の

放

棄

に

関

す

る

事

項 

三 

残

余

財

産

の

処

分

に

関

す

る

事

項 

第

十

六

条 

理

事

会

の

議

事

は

、

法

令

に

特

別

の

規

定

の

あ

る

場

合

及

び

こ

の

寄

附

行

為

に

規

定

す

る

場

合

を

除

く

ほ

か

、 

 

理

事

総

数

の

過

半

数

で

決

し

、

可

否

同

数

の

と

き

議

長

の

決

定

す

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。 

２ 

前

項

の

場

合

に

は

、

議

長

は

、

理

事

と

し

て

議

決

に

加

わ

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

 

（

議

事

録

） 

第

十

七

条 

議

長

は

、

理

事

会

の

開

催

場

所

及

び

日

時

並

び

に

議

決

事

項

お

よ

び

そ

の

他

の

事

項

に

つ

い

て

、

議

事

録

を

作 

 

成

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 
 

議

事

録

に

は

、

あ

ら

か

じ

め

議

長

が

指

名

し

、

出

席

し

た

理

事

二

名

が

記

名

押

印

し

、

常

に

こ

れ

を

事

務

所

に

備

え

付 
 

 
 

 

 

け

て

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

  
 

 
 

第

四

章 

評

議

員

会

及

び

評

議

員 

 

（

評

議

員

） 

第

十

八

条 

本

法

人

の

評

議

員

は

、

十

九

名

と

す

る

。 

 

一 

本

法

人

の

理

事 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六

名 

 

二 

幼

き

イ

エ

ズ

ス

修

道

会

員

で

あ

る

本

法

人

の

教

職

員

の

中

か

ら

選

任

さ

れ

る

者 
 

 
 

 
 

 
 

四

名 

 

三 

本

法

人

の

設

置

す

る

学

校

を

卒

業

し

た

年

令

二

十

五

歳

以

上

の

も

の

の

う

ち

か

ら

選

任

さ

れ

る

者 

四

名 



 
四 

本

法

人

に

関

係

の

あ

る

学

識

経

験

者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五

名 

 

（

議

長

） 

第

十

九

条 

評

議

員

会

の

議

長

は

、

理

事

長

こ

れ

に

あ

た

る

。 

 

（

評

議

員

会

） 

第

二

十

条 

評

議

員

会

は

、

評

議

員

を

以

て

組

織

し

、

定

例

会

及

び

臨

時

会

と

す

る

。 

２ 

定

例

会

は

、

毎

年

三

月

及

び

五

月

に

招

集

す

る

。 

３ 

臨

時

会

は

、

必

要

の

都

度

こ

れ

を

招

集

す

る

。 

４ 

評

議

員

総

数

の

二

分

の

一

以

上

か

ら

会

議

に

付

議

す

べ

き

事

項

を

示

し

て

評

議

員

会

の

招

集

を

請

求

さ

れ

た

場

合

に

は

、 

 

理

事

長

は

、

そ

の

請

求

の

あ

っ

た

日

か

ら

二

十

日

以

内

に

、

こ

れ

を

招

集

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

５ 

評

議

員

会

は

評

議

員

の

過

半

数

の

出

席

が

な

け

れ

ば

、

そ

の

議

事

を

開

き

、

議

決

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

６ 

評

議

員

会

の

議

事

は

、
出

席

し

た

評

議

員

の

過

半

数

で

決

し

、
可

否

同

数

の

と

き

は

、
議

長

の

決

す

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。 

７ 

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

議

長

は

、

評

議

員

と

し

て

議

決

に

加

わ

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

 

（

諮

問

事

項

） 

第

二

十

一

条 

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

は

、

理

事

長

に

お

い

て

、

あ

ら

か

じ

め

評

議

員

会

の

意

見

を

聞

か

な

け

れ

ば

な 

 

ら

な

い

。 

 

一 

予

算

、

借

入

金

（

当

該

会

計

年

度

内

の

収

入

を

も

っ

て

償

還

す

る

一

時

の

借

入

金

を

除

く

。
） 

及

び

重

要

資

産

の

処

分

に

関

す

る

事

項 

 

二 

事

業

計

画 

 

三 

合

併 

 

四 

私

立

学

校

法

第

五

十

条

第

一

項

第

一

号

及

び

第

三

号

に

掲

げ

る

事

由

に

因

る

解

散 



 
五 

そ

の

他

学

校

法

人

の

業

務

に

関

す

る

重

要

事

項 

 

（

評

議

員

の

選

任

） 

第

二

十

二

条 

第

十

八

条

第

二

号

第

三

号

及

び

第

四

号

に

規

定

す

る

評

議

員

は

、

理

事

会

に

於

て

選

任

す

る

。 

（

任

期

） 

第

二

十

三

条 

評

議

員

の

任

期

は

、

三

年

と

す

る

。

但

し

、

欠

員

が

生

じ

た

場

合

の

補

欠

の

評

議

員

の

任

期

は

、

前

任

者

の 

 

残

任

期

間

と

す

る

。 

２ 

評

議

員

は

再

任

さ

れ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

３ 

評

議

員

は

、

そ

の

任

期

満

了

の

後

で

も

、

後

任

者

の

選

任

さ

れ

る

ま

で

は

、

な

お

、

そ

の

職

務

を

行

う

。 

４ 

第

十

八

条

第

一

号

及

び

第

二

号

に

規

定

す

る

評

議

員

は

、

理

事

及

び

教

職

員

の

地

位

を

退

い

た

時

は

、

評

議

員

の

職

を 

 

失

う

も

の

と

す

る

。 

 

（

議

事

録

） 

第

二

十

四

条 
 

議

長

は

、

評

議

員

会

の

開

催

の

場

所

及

び

日

時

並

び

に

議

決

事

項

及

び

そ

の

他

の

事

項

に

つ

い

て

、

議

事

録 

 

を

作

成

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 
 

議

事

録

に

は

、

あ

ら

か

じ

め

議

長

が

指

名

し

、

出

席

し

た

評

議

員

二

名

が

記

名

押

印

し

、

常

に

こ

れ

を

事

務

所

に

備

え 

 

付

け

て

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

（

評

議

員

の

解

任

及

び

退

任

） 

第

二

十

五

条 

評

議

員

が

次

の

各

号

の

一

に

該

当

す

る

に

至

っ

た

と

き

は

、

理

事

総

数

の

四

分

の

三

以

上

の

議

決

及

び

評

議 
 

 

 

員

の

議

決

に

よ

り

、

こ

れ

を

解

任

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

一 

心

身

の

故

障

の

た

め

職

務

の

執

行

に

堪

え

な

い

と

き

。 

 

二 

評

議

員

た

る

に

ふ

さ

わ

し

く

な

い

重

大

な

非

行

が

あ

っ

た

と

き

。 



２ 

評

議

員

は

次

の

事

由

に

よ

っ

て

退

任

す

る

。 

 

一 
任

期

の

満

了

。 

 

二 

辞

任

。 

  
 

 
 

 

第

五

章 

資

産

及

び

会

計 

 

（

資

産

） 

第

二

十

六

条 

本

法

人

の

資

産

は

、

次

の

通

り

と

す

る

。 

 

一 

別

紙

財

産

目

録

記

載

の

財

産 

 

二 

授

業

料

・

入

学

金

・

試

験

料 

 

三 

資

産

か

ら

生

ず

る

果

実 

 

四 

寄

付

金

品 

 

五 

そ

の

他

の

収

入 

 

（

財

産

区

分

） 

第

二

十

七

条 

本

法

人

の

資

産

は

、

こ

れ

を

分

か

っ

て

基

本

財

産

及

び

運

用

財

産

の

二

種

と

す

る

。 

２ 

基

本

財

産

は

、

本

法

人

の

設

置

す

る

学

校

に

必

要

な

施

設

及

び

設

備

又

は

こ

れ

ら

に

要

す

る

資

金

と

し

、

財

産

目

録

中 

 

基

本

財

産

の

部

に

記

載

す

る

財

産

及

び

将

来

基

本

財

産

に

編

入

さ

れ

た

財

産

と

す

る

。 

３ 
 

運

用

財

産

は

、

本

法

人

の

設

置

す

る

学

校

の

経

営

に

必

要

な

財

産

と

し

、

財

産

目

録

中

運

用

財

産

の

部

に

記

載

す

る

財 

 

産

及

び

将

来

運

用

財

産

に

編

入

さ

れ

た

財

産

と

す

る

。 

４ 

寄

付

金

品

に

つ

い

て

は

、

寄

付

者

の

指

定

が

あ

る

場

合

に

は

、

こ

の

指

定

に

従

っ

て

基

本

財

産

又

は

運

用

財

産

に

編

入 

 

す

る

。 



 
（

財

産

処

分

の

制

限

） 
第

二

十

八

条 

基

本

財

産

中

の

不

動

産

及

び

重

要

な

も

の

は

、

こ

れ

を

処

分

し

て

は

な

ら

な

い

。

但

し

、

本

法

人

の

事

業

の 

 

遂

行

上

止

む

を

得

な

い

事

由

が

あ

る

と

き

、

理

事

の

三

分

の

二

以

上

同

意

及

び

評

議

員

会

の

意

見

を

聞

い

て

、

こ

れ

を

処 

 

分

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

（

運

用

財

産

た

る

現

金

の

運

用

） 

第

二

十

九

条 

運

用

財

産

の

う

ち

現

金

は

、

確

実

な

有

価

証

券

を

購

入

す

る

か

、

確

実

な

信

託

銀

行

に

信

託

す

る

か

、

又

は 

 

郵

便

貯

金

若

し

く

は

銀

行

預

金

に

す

る

か

、

又

は

理

事

長

が

保

管

す

る

。 

 

（

経

費

の

支

弁

） 

第

三

十

条 

本

法

人

の

事

業

の

遂

行

に

要

す

る

経

費

は

、

運

用

財

産

中

不

動

産

及

び

積

立

金

か

ら

生

ず

る

果

実

、

授

業

料

、 

 

入

学

金

、

試

験

料

、

其

の

他

の

運

用

財

産

を

も

っ

て

支

弁

す

る

。 

 

（

会

計

） 

第

三

十

一

条 

本

法

人

の

会

計

は

、

学

校

法

人

会

計

基

準

に

よ

り

行

う

。 

 

（

予

算

） 

第

三

十

二

条 

本

法

人

の

予

算

及

び

事

業

計

画

は

、

毎

会

計

年

度

開

始

前

、

理

事

長

に

お

い

て

編

成

し

、

理

事

会

の

議

決

を 

 

要

す

る

。 

 

（

決

算

） 

第

三

十

三

条 

本

法

人

の

決

算

は

、

毎

会

計

年

度

終

了

後

二

月

以

内

に

、

理

事

長

に

お

い

て

作

成

し

、

財

産

目

録

及

び

事

業 

 

報

告

書

と

共

に

監

事

の

監

査

を

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

本

法

人

は

、

前

項

の

決

算

及

び

事

業

報

告

書

を

理

事

会

の

承

認

を

受

け

て

評

議

員

会

に

報

告

し

そ

の

意

見

を

も

と

め

な 

 

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 



３ 

本

法

人

は

、

本

条

第

一

項

の

書

類

及

び

第

十

一

条

第

三

号

の

監

査

報

告

書

を

事

務

所

に

備

え

、

正

当

な

理

由

が

あ

る

場 

 

合

を

除

い

て

、

こ

れ

を

閲

覧

に

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

決

算

に

お

い

て

剰

余

金

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

一

部

又

は

全

部

を

運

用

財

産

中

積

立

金

に

編

入

し

、

又

は

次

会

計

年

度 

 

に

繰

り

越

す

も

の

と

す

る

。 

  
 

 
 

 

第

六

章 
解

散 

 

（

解

散

） 

第

三

十

四

条 

本

法

人

の

解

散

は

、

理

事

会

に

於

て

理

事

全

員

の

同

意

を

得

、

且

つ

評

議

員

会

の

意

見

を

聞

き

、

文

部

科

学 

 

大

臣

の

認

可

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

（

残

余

財

産

の

帰

属

者

） 

第

三

十

五

条 

本

法

人

が

解

散

（

合

併

及

び

破

産

に

よ

る

解

散

を

除

く

）

し

た

場

合

に

於

け

る

残

余

財

産

は

、

理

事

及

び

評 

 

議

員

の

各

三

分

の

二

以

上

が

適

当

と

認

め

る

幼

き

イ

エ

ズ

ス

修

道

会

を

母

体

と

す

る

他

の

学

校

法

人

に

帰

属

す

る

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

第

七

章 

寄

附

行

為

の

変

更 

 

（

寄

附

行

為

の

変

更

） 

第

三

十

六

条 

本

法

人

の

寄

附

行

為

を

変

更

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

理

事

の

三

分

の

二

以

上

の

議

決

及

び

評

議

員

会

の

議 

 

決

を

経

て

、

文

部

科

学

大

臣

の

認

可

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

私

立

学

校

法

施

行

規

則

に

定

め

る

届

出

事

項

に

つ

い

て

は

、

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

理

事

会

に

お

い

て

理

事

総 

 

数

の

三

分

の

二

以

上

の

議

決

を

得

て

、

文

部

科

学

大

臣

に

届

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 



 
（

公

告

の

方

法

） 
第

三

十

七

条 

本

法

人

の

公

告

は

、

日

刊

新

聞

に

掲

載

し

及

び

大

阪

信

愛

女

学

院

の

掲

示

場

に

掲

し

て

行

う

。 

 

（

施

行

細

則

） 

第

三

十

八

条 
本

法

人

寄

附

行

為

施

行

に

つ

い

て

の

細

目

は

、

理

事

会

に

於

い

て

定

め

る

。 

   
 

附 

則 

１ 

本

法

人

組

織

変

更

当

初

の

役

員

は

、

次

の

通

り

と

す

る

。 

理

事 

兵

庫

県

宝

塚

市

鹿

塩

字

高

丸

一

の

一

四

○ 
 

 

ソ

ー

ル

・

ア

ン

ド

レ

ア 

神

戸

市

生

田

区

中

山

手

通

二

丁

目

八

番

地 
 

 

ソ

ー

ル

・

テ

オ

フ

ァ

ニ 

和

歌

山

市

屋

形

町

三

丁

目

七

番

地 
 

 
 

 
 

大 
 

山 
 

ヤ 
 

ヨ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大

阪

市

城

東

区

古

市

北

通

四

丁

目

五

番

地 
 

 
山 

 
 

田 
 
 
 

通 
 
 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

仝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堤 
 
 
 
 
 
 
 

キ 
 
 

ワ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

監

事 

兵

庫

県

宝

塚

市

鹿

塩

字

高

丸

一

の

一

四

○ 
 

 

ソ

ー

ル

・

セ

ン

ポ

ー

ル 

神

戸

市

生

田

区

下

山

手

通

七

丁

目

九

七

の

三 
 

宮 
 
 

崎 
 
 
 

シ 
 
 

ヲ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

施

行

期

日)
 

２ 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

文

部

大

臣

の

認

可

の

日

（

昭

和

六

十

二

年

十

一

月

六

日)

か

ら

施

行

す

る

。 

３ 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

文

部

大

臣

の

認

可

の

日

（

平

成

二

年

四

月

二

十

五

日

）

か

ら

施

行

す

る

。 



４ 

平

成

二

年

十

月

二

十

九

日

文

部

大

臣

認

可

の

こ

の

寄

附

行

為

は

、

平

成

二

年

十

一

月

十

五

日

か

ら

施

行

す

る

。 
５ 

 
平

成

十

二

年

八

月

二

日

文

部

大

臣

認

可

の

こ

の

寄

附

行

為

は

、

平

成

十

三

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 
 

（

大

阪

信

愛

女

学

院

短

期

大

学

の

生

活

文

化

学

科

の

存

続

に

関

す

る

経

過

措

置

） 

 
 

 

大

阪

信

愛

女

学

院

短

期

大

学

の

生

活

文

化

学

科

は

、

改

正

後

の

寄

附

行

為

第

四

条

第

一

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、 

 

平

成

十

三

年

三

月

三

十

一

日

に

当

該

学

科

に

在

学

す

る

者

が

当

該

学

科

に

在

学

し

な

く

な

る

ま

で

の

間

、 

 

存

続

す

る

も

の

と

す

る

。 

６ 
 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

文

部

科

学

大

臣

の

認

可

の

日

（

平

成

十

六

年

一

月

九

日

）

か

ら

施

行

す

る

。 

７ 

平

成

十

七

年

三

月

九

日

文

部

科

学

大

臣

認

可

の

こ

の

寄

附

行

為

は

、

平

成

十

七

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

８ 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

文

部

科

学

大

臣

の

認

可

の

日

（

平

成

二

十

年

十

月

三

十

一

日

）

か

ら

施

行

す

る

。 

９ 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

平

成

二

十

二

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

10 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

文

部

科

学

大

臣

の

認

可

の

日

（

平

成

二

十

三

年

十

月

二

十

日

）

か

ら

施

行

す

る

。 

11 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 

（

大

阪

信

愛

女

学

院

短

期

大

学

初

等

教

育

学

科

の

存

続

に

関

す

る

経

過

措

置

） 

 
 

 

大

阪

信

愛

女

学

院

短

期

大

学

初

等

教

育

学

科

は

、

改

正

後

の

寄

附

行

為

第

四

条

第

一

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、 

平

成

二

十

四

年

三

月

三

十

一

日

に

当

該

学

科

に

在

学

す

る

者

が

当

該

学

科

に

在

学

し

な

く

な

る

ま

で

の

間

、 

存

続

す

る

も

の

と

す

る

。 

12 

平

成

二

十

六

年

四

月

一

日

文

部

科

学

大

臣

認

可

の

こ

の

寄

附

行

為

は

、

平

成

二

十

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

13 

こ

の

寄

附

行

為

は

、

平

成

三

十

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 
 


